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令和２年３月（上屋建築完了）

天神ポンプ場(令和５年度供用開始予定)

　津市の下水道事業をもっと知っていただくために、下水道事業の現状・課題・経営状況をシリーズ
でお伝えしています。今回は公共下水道事業会計の令和元年度決算状況を見ていきます。

令和元年度決算を見てみよう！(下水道事業会計)令和元年度決算を見てみよう！(下水道事業会計)

令和元年度決算が出たんだね。下水道事業は
経営が厳しいって聞いてたけど、純利益が約９億円も
出ているんだね。

確かに収益的収支（グラフ左）では基準外繰入
金約８億円をもらって純利益が約９億円出ているん
だけど、これは全て資本的収支（グラフ右）の不足額約
24億円に充てられるんだ。

基準外繰入金ってなに？

下水道事業は汚れた水をきれいにする汚水処
理事業と、浸水対策を行う雨水整備事業があって、汚
水処理事業については、原則、使用料収入などで費用
を賄うんだけど、不足分が出た場合は止むを得ず一般
会計から繰入金をもらうんだ。これを基準外繰入金と
いうんだよ。

じゃあ、基準外繰入をしているということは、み
んなの税金が使われているということだよね。　　　

令和元年10月に使用料を改定したから、平成
30年度と比較すると下水道使用料の収入が約２億円
増えて、基準外繰入金を約３億円減らすことができた
んだけど、まだ足りていない状況なんだ。

令和元年度も不足分を税金で賄う状況が続い
ているんだね。

支出

資本的収支

収益的収入
収益的支出
純　利　益

102億7,103万2,948円
93億3,475万5,720円
９億3,627万7,228円

※税抜き

資本的収入
資本的支出
収 支 差 引

53億2,712万376円
77億5,941万5,508円
△24億3,229万5,132円
※税抜き、△はマイナスを表す

借入金（企業債）
35億4,430万円

補助金
７億8,057万4,000円

受益者負担金および分担金
１億5,090万6,720円

一般会計からの繰入金
８億5,133万9,656円

不足額
24億3,229万5,132円

雨水管整備にかかる費用
６億7,701万2,290円

ポンプ場等整備にかかる費用
１億8,674万7,120円

処理場等整備にかかる費用
511万3,800円

汚水管整備にかかる費用
18億3,780万9,636円

借入金(企業債)の返済
49億2,625万6,628円

流域下水道建設負担金
１億2,647万6,034円

収入

支出

業務量の概要

・収益的収支…その年度の汚水処理などに必
　要な費用と収益(主に下水道使用料)
・資本的収支…下水道を将来にわたって継続
　するために必要な施設の整備や拡充などに
　係る支出と、それを行うための財源となる
　収入(補助金や借入金)

収入

支出

収益的収支

純利益
９億3,627万7,228円

長期前受金戻入
37億8,884万159円

一般会計からの繰入金
44億6,046万9,344円

下水道使用料
18億4,424万300円

維持管理費等
23億3,074万2,867円

借入金(企業債)の支払利息
10億7,582万8,067円

収入不足分
(基準外繰入金)
８億2,974万円

その他収益
１億7,748万3,145円

職員給与費
３億4,625万5,434円

減価償却費
55億8,192万9,352円

行政区域内人口(Ａ)
　27万6,855人
処理区域内人口(Ｂ)
　14万74人
水洗化人口
　11万9,939人
普及率(Ｂ)/(Ａ)
　50.6％
年間有収水量
　1,383万7,049㎥
(令和２年３月31日時点)


